
 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. 54 
 

★ 今回は日露戦争１００周年にちなみ昭和館図書室の資料を紹介します。 

       （書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

■ キーワードを日露戦争や日露戦役などの検索語の共通部分のみの日露を使って 

検索してみます。 
※ 全資料（総合検索） → 全資料 → 日露戦争 または日露と入力すると 

ヒット件数が 1000 件を超えてしまいますので、すべてが一覧では出てきません。 

 

図書 → 書名 → 日露 （185 件該当） 

 

日露戦争の流れがわかるものとして 

『日本の戦史 １０・１１』（210.19/Sa61/10・11） 

『日露戦争』（210.67/Ko53） 

『明治卅七八年日露戦史 第１～１０巻』（210.67/Sa61/1～10） 

『日露戦争全史』（210.67/W39） 

『昭和史 第３巻』（210.7/Sh97/3） 

『海軍 第３巻』（397.21/Ka21/3）があります。 

 

また、一覧画面の上方にある絞込みボタンのことばなどで奉天会戦や日本海海戦・ 

二〇三高地などのキーワードで絞り込むのもよい方法です。 

 

雑誌 → 雑誌名 → 日露 では 

『日露合戦記』や『日露交戦録』『日露戦争実記（育英社）』『日露戦争実記 

（博文館）』『日露戦報』の 5 件のタイトルがヒットしました。 
※ 雑誌の場合、さらにタイトルを決定し、その一覧から閲覧したいものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 
  検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 
  操作方法等がわからない場合は、カウンター職員までお気軽に…。 



・・・もう一冊！！！・・・５２ 

 もう一冊というと、何だか本ばかりのようですが、昭和館では「図書情報部」といって、

映像音響資料も集めています。ご存じの５階のフロアーで見ることが出来るニュース映像

などです。こういった資料は、本のように決まった業者さんがあるわけでは無いので、収

集にも、別の苦労があります。 

 以前、雑誌の欠本を探して、古雑誌の山をかき回していたとき、汚れたアルバムが出て

きました。だいたいこういったアルバムは、古本屋さんが仕入れるときに、一緒に買い取

ってきた物で、家族の写真などのように、他人にはまったく意味のない場合が多いのです

が、パラパラ見ると、小さな造船所でボートを建造しているところです。はて・・・。と

見て行くと、これが何と日本陸軍が建造した装甲艇なのです。興味のある人にとっては、

国宝的珍品なのです。ここで、そっと深呼吸して、「あの、これはいくらですか？」と聞

くと、くるくるとアルバムをひっくり返しながら見て、「３０００円でどうですか」と・・。 

もちろんニコリともしないで「それで良いです」と言って代金を払い、店を出ました。 

 それはもう（筆者には）貴重極まる写真で、数日興奮が治まらなかったほどです。また、

古本屋さんの店の隅に、古いフィルムの缶が積んであったこともあります。古本屋さんは、

いわゆる古物商ですから、本以外にもカメラや骨董品などを仕入れの際に一緒に買うこと

もあるのです。殆どの場合には、専門以外の物は、知り合いの骨董商などに分けてしまう

のが普通ですが、最近は「お宝鑑定」ブームの影響で、昔なら直ぐに捨てたような物も、

一応店まで持ってくるようになったようです。このようなおかげで、さっきのようなアル

バムや、写真がトイレットペーパーにならずに済むことも多いようです。その反面、昔な

ら（昔なら・・が多くて済みません）タダ同様で手に入ったような品が、立派な値段が付

いて、買えなくなってしまうことも少なくないのです。難しいですね。以前書きましたが、

学生の頃２００円くらいで買い集めていた軍艦の進水記念絵葉書が、最近暴騰して、戦艦

加賀（途中で航空母艦になりましたが、進水の時は戦艦です）の進水絵葉書は、３万５千

円を払う羽目になりました。さすがに、もうコレクションもお仕舞いだなあ。と想い、以

後集めていません。（殆ど集め終わったのですが）。やはり、コレクションは、他人がま

だ価値を認めないうちに集め、値打ちが上がったときには、「私はズット前から集めてい

たんだよ」と「威張る」のがコレクターの「楽しみ」ですね。 

 今回は、もう一冊は、本だけでは無いですよ。という話でした。（午睡）                                   

 
－図書室から－ 
 もうすぐ桜の季節。そして、九段周辺では春恒例の着物・袴姿のもう一つの花で満開になります。 
別れと出会いの春、それぞれの出発です。 
 
＊ 「昭和のくらし研究」が発行されました。 
研究紀要である「昭和のくらし研究 第２号」が発行され、新着雑誌棚にあります。ご覧ください。 
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